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9. 研究実績の概要

ジャガイモの塊茎促進に関わるフロリゲン複合体の構成要素の候補の単離を行なった。　ジャガイモゲノム配列情報を基に、イネ花成
制御に働くフロリゲン複合体構成要素のホモログを網羅的に同定し、次に、それらの中で、ジャガイモ塊茎分化前のストロン組織で強
く発現する遺伝子をRT-PCR法により同定した。次にフロリゲン受容体である14-3-3の塊茎促進における役割を明らかにするために、フ
ロリゲンおよび様々な14-3-3結合喪失変異を導入したフロリゲンを発現させる形質転換ジャガイモを作製し、14-3-3相互作用能が塊茎
促進に重要であることを明らかにした。ジャガイモゲノムに見出されるすべての14-3-3アイソフォームについて、RT-PCRによる組織特
異的発現解析を行なったところ、調べたほぼすべてが塊茎形成前のストロンで強く発現していた。そして、フロリゲンとの相互作用に
ついて14-3-3アイソフォーム特異性を、酵母ツーハイブリッド解析により調べたが、１つを除くすべてが強く相互作用していた。酵母
ツーハイブリッド解析で特に強い相互作用を示したものについて、BiFC法やpulldown法による相互作用解析を行なった。そしてさらに
、変異導入フロリゲンについても同様の解析を行い、両者の相互作用が特異的なものであることを確認した。次に、先に候補として同
定したFDホモログやTFL1ホモログについて、同様の14-3-3との相互作用解析（酵母ツーハイブリッド法、BiFC法、pulldown法）を行な
い、過剰発現体やRNAiによる発現抑制体を作製した。

    （１／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

平成２６年の実験計画のほぼすべてを予定通り終了させた。塊茎を誘導するフロリゲンの直接な標的遺伝子と考えられる初期応答遺伝
子の同定については、計画した実験では今のところ成功していない。実験条件を再検討して今年度も引き続き行う。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

ジャガイモ フロリゲン

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

平成２６年度に得られた結果を基にして、前年度に引き続き必要な形質転換体（FDホモログやTFL1ホモログの過剰発現体やRNAi植物体
）を作製する。すでに作製された形質転換体については、順次、鉢植えにして長日条件下で塊茎形成能を調べる。同時に、実験スペー
スをとらず観察が容易な試験管内での塊茎誘導アッセイ系を用いて塊茎形成能を評価し、導入遺伝子の役割を明確にする。前年度に同
定できなかったジャガイモフロリゲンの標的遺伝子の同定を行う。塊茎が形成されるストロンでの詳細な発現解析を行なうため、FDホ
モログやTFL1ホモログのプロモーター領域をクローニングし、プロモーターGUS解析のための形質転換体を作製する。

（理由）
形質転換植物の作成が予想以上に順調に進んだため、作成に必要とされる試薬や消耗器具を新規購入することなく既存のストックでま
かなうことができた。そのため、計画より少ない支出で結果が得られた。一方で、フロリゲンの初期応答遺伝子の同定実験は、予備実
験から予想外に困難であったため、一時中断した。以上の理由から支出が予定より少なくなった。

（使用計画）
本年度に計画している植物の機能解析には、多くの試薬購入を必要とする。特に、前年度に成功しなかったフロリゲンの初期応答遺伝
子の同定実験は予想外に困難であったため、当初予定より多くの条件設定実験を必要とする。次年度使用額は、その実験に関する試薬
購入や論文作成の費用などにあてることで、全体の計画を当初の予定通りに遅滞なく進ませる。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／４）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２６年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( ０ )件　　うち査読付論文　計( ０ )件

〔学会発表〕　計（ １ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

〔図書〕　計（ １ )件

2 0 1 4

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

発明者 国内・外国の別出願年月日産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号権利者

総ページ数

284 (113-114)

書　　名 発行年

出　版　社

Elsevier

著　者　名

Hiroyuki Tsuji, Ken-ichiro Taoka

The Enzymes vol. 35

発表年月日

2015年03月16日～2015
年03月18日

学　会　等　名

第５６回日本植物生理学会年会

発　　表　　標　　題
FAC様チューベリゲン複合体によるジャガイモ塊茎形成制御機構の解析

発　表　者　名
田岡健一郎、高橋賢多、斎藤亜美、張禎日、島本功

発　表　場　所

東京農業大学（東京都世田谷区）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

最初と最後の頁査読の有無

論　　文　　標　　題著　者　名

巻 発行年雑　　誌　　名

（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／4）
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